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Book Review: Nagatsu Kazufumi (2019) Living on the Border: 































と訳される題の講演“Reden an die deutsche Nation”を行ったが，ここで言う deutsche 
Nation に含まれる人の範囲はどれほどか。それを具体的に明示したのがグリム兄弟であり，
彼らは deutsche Nation の徴表を「ドイツ語を話す人」とした。ハプスブルク家は，ルドル



















































































ところで，話が跳ぶが，モンゴルと南シベリアの間に 1921 年から 23 年間だけ独立国で
あったトゥバに潜入したオーストリアの民族学者メンヒェン・ヘルフェン（Otto Mänchen-
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